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”
社
会
”
と
権
力
・
支
配

、
i
“
社
会
”
概
念
の
基
礎
的
検
討
を
通
し
て
一

木

、
田

融

男
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①

社
会
学
で
権
力
・
支
配
を
論
じ
る
救
国
努
．
支
配
の
一
側
面
と
し
て
哩
纏
済
、
政
治
と
並
ん
で
社
会
が
問
題
と
さ
れ
た
り
、
努
．

藷
癬
継
細
鱗
紅
藍
難
齢
繋
留
齢
鐵
論
難
縮
縫
馴
紅
ボ
薩
雛
轍
攣
麟

さ
れ
る
権
力
・
支
配
構
造
を
対
象
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
理
論
的
準
備
作
業
と
し
て
”
経
済
”
　
”
政
治
”
と
の
関
連
か
ら
見
た

〃
社
会
”
を
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
論
理
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
権
力
・
支
配
の
〃
社
会
学
的
〃
位
置
と
い
う
も
の
を
考
察
す
る
の

が
主
た
る
課
題
で
あ
る
。瀕

　
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
と
グ
ラ
ム
シ

・
遜
社
会
学
に
お
け
る
ウ
．
宍
－
、
f
ソ
・
ズ
的
射
程
巻
フ
ム
シ
を
位
置
・
鴛
至
当
寒
妻
総
量
傍
ム
シ
研
究
家
の

竹
村
英
書
は
、
「
マ
・
ク
ス
．
ヴ
、
－
バ
ふ
、
．
支
配
の
概
馨
力
と
し
て
だ
斎
砂
零
幸
の
信
仰
．
従
順
性
の
側
面
か
．
り
と
．
り
え
よ

う
と
し
た
（
『
支
配
の
諸
類
型
』
第
三
章
一
節
）
そ
の
対
象
は
、
グ
ラ
ム
シ
が
市
民
社
会
・
順
応
化
の
概
念
で
分
析
し
よ
う
と
し
た
対
象
と
明
ら
か
に

相
通
じ
る
…
…
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
『
グ
ラ
ム
シ
の
思
想
』
青
木
書
店
、
一
九
七
五
、
一
六
八
ペ
ー
ジ
）
　
ま
た
政
治
学
の
田
口
富
久
治
氏
は
、
パ
ー
ソ
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フ
ア
シ
リ
テ
イ

ン
ズ
の
権
力
概
念
（
コ
体
系
と
し
て
の
社
会
に
お
け
る
、
そ
し
て
社
会
の
た
め
の
、
機
能
の
遂
行
の
た
め
の
一
便
宜
手
段
」
）
の
中
に
、
「
階
級
社
会
、
さ

し
当
っ
て
は
近
代
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
権
カ
ー
経
済
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、
社
会
的
、
そ
し
て
就
中
政
治
権
力
1
の
、
支
配
と
指
揮

．
指
導
、
階
級
性
と
公
共
性
、
強
制
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
等
の
一
連
の
対
範
疇
の
、
と
く
に
後
者
の
範
疇
に
か
か
わ
る
問
題
性
に
つ
い
て
の
一
定
の
現

象
論
的
な
問
題
提
起
が
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
…
…
」
と
さ
れ
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
ら
の
「
逆
の
偏
向
－
権
力
の
公
共
性
、
権
威
性
、
規
範
性
等
を
一

方
的
に
強
調
す
る
偏
向
1
」
は
、
「
グ
ラ
ム
シ
の
『
強
制
の
衣
を
き
た
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
』
と
い
う
卓
抜
し
た
広
義
の
国
家
概
念
の
規
定
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
権
力
を
強
制
と
権
威
、
物
理
的
強
力
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
（
同
意
を
獲
得
す
る
能
力
）
と
の
統
一
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
」
に
よ
り
批
判

さ
れ
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
『
現
代
政
治
学
の
諸
潮
流
』
未
来
社
、
一
九
七
三
、
一
五
三
ペ
ー
ジ
、
一
五
七
ペ
ー
ジ
）
　
そ
し
て
社
会
学
の
河
村
望
氏
は
、

竹
村
氏
の
見
解
に
依
拠
し
つ
つ
「
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
『
支
配
の
正
当
性
』
や
パ
：
ソ
ン
ズ
に
お
け
る
『
社
会
体
系
』
の
概
念
は
、
服
従
の
自

発
性
や
合
意
を
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
『
市
民
社
会
』
概
念
と
相
通
ず
る
側
面
を
も
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
、
し
か
し
な

が
ら
「
『
市
民
社
会
』
の
自
律
的
秩
序
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
あ
っ
て
は
『
政
治
社
会
』
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

次
元
に
お
い
て
問
題
に
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
が
『
政
治
社
会
』
と
ま
っ
た
く
無
関
係
な
と
こ
ろ
で
、
パ
ー
ソ
ル

な
次
元
で
の
み
問
題
と
さ
れ
て
い
た
」
点
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
両
理
論
の
千
島
点
を
指
摘
惑
れ
て
い
る
。
（
『
現
代
思
想
と
民
主
主
義
』

青
木
書
店
、
一
九
七
六
、
四
三
ペ
ー
ジ
）

　
ウ
ェ
ー
バ
ー
お
よ
び
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
理
論
、
権
力
・
支
配
論
の
検
討
と
批
判
は
今
ま
で
の
拙
稿
（
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
社
会
変
動
論

の
批
判
的
考
察
」
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
」
、
1
6
、
一
九
七
四
。
「
社
会
学
に
お
け
る
権
力
論
と
公
共
的
側
面
ー
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
所
論
の
批
判
的
検
討
一
」
大
阪
府
立
大
学

社
会
科
学
研
究
会
『
社
会
科
会
論
集
』
、
第
六
・
七
合
併
号
、
一
九
七
五
）
で
行
な
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
の
主
た
る
関
心
は
、
社
会
学
理
論
お
よ
び
社
会

学
に
お
け
る
権
力
・
支
配
論
の
代
表
的
存
在
と
も
い
え
る
ウ
ェ
；
バ
ー
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
射
程
と
位
置
を
同
じ
く
し
、
し
か
も
そ
れ
を
批
判
的
に

包
摂
し
た
視
角
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
グ
ラ
ム
シ
の
見
解
、
と
り
わ
け
そ
の
「
市
民
社
会
」
論
と
権
力
・
支
配
論
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」

Q
位
置
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
関
心
領
域
は
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
“
社
会
”
と
権
力
・
支
配
の
問
題
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　
権
力
・
支
配
は
そ
の
最
終
的
統
合
と
し
て
国
家
権
力
に
い
た
る
の
で
あ
る
が
、
グ
ラ
ム
シ
に
よ
れ
ば
「
国
家
の
一
般
概
念
の
な
か
に
、
本
来
市

民
社
会
に
帰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
要
素
が
ま
じ
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
　
そ
し
て
有
名
な
定
式
と
で
も
い
え

る
「
国
家
イ
コ
ー
ル
政
治
社
会
プ
ラ
ス
市
民
社
会
…
…
す
な
わ
ち
、
国
家
と
は
、
強
制
力
の
よ
ろ
い
を
つ
け
た
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
の
考
え
が
導
か
れ



る
。
（
『
グ
ラ
ム
シ
選
集
』
合
同
出
版
・
－
・
一
九
六
一
、
二
〇
七
ぺ
罫
ジ
）
　
彼
に
よ
れ
ば
、
権
力
・
支
配
と
は
、
「
強
力
と
同
意
、
強
制
と
説
得
、
国
家

と
教
会
・
政
治
社
会
と
市
民
社
会
、
政
治
と
道
徳
…
…
、
法
と
自
由
、
命
令
と
規
律
、
あ
る
い
は
、
無
政
府
主
義
の
に
お
い
を
ふ
く
ん
だ
判
噺
を

も
っ
て
す
れ
ば
、
暴
力
と
詐
欺
」
の
両
側
面
の
統
一
で
あ
る
。
（
同
書
4
、
四
六
ペ
ー
ジ
）
　
こ
こ
か
ら
定
義
上
、
「
固
有
の
意
味
で
の
（
狭
義
の
1
筆

者
）
国
家
」
す
な
わ
ち
「
立
法
権
、
強
制
力
を
そ
な
え
た
国
家
」
（
同
書
、
二
八
七
ペ
ー
ジ
）
と
、
「
有
機
的
な
意
味
、
広
い
意
味
で
の
国
家
」
す
な

わ
ち
「
固
有
の
意
味
で
の
国
家
プ
ラ
ス
市
民
社
会
」
（
同
書
、
四
七
ペ
ー
ジ
）
と
が
概
念
上
区
別
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
竹
村
氏
に
よ
れ
ば
、
．
前
者
狭
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へ

義
の
国
家
が
、
統
治
機
構
と
し
て
の
「
国
家
官
僚
制
や
議
会
政
党
制
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
広
義
の
国
家
が
、
統
治
構
造
と
し
て
の
「
強
力

と
同
意
の
両
籠
を
あ
わ
せ
も
つ
・
国
家
の
『
私
讐
郁
』
繋
と
し
て
の
雰
・
垂
雪
私
総
詠
諸
早
臥
総
の
編
制
、
全
社
会
構

造
の
統
轄
の
諸
形
態
」
で
あ
る
。
（
前
掲
書
、
一
三
〇
ペ
ー
ジ
）
　
こ
こ
に
お
い
て
国
家
と
社
会
、
、
あ
る
い
は
政
治
社
会
と
市
民
社
会
、
す
な
わ
ち
本

稿
の
問
題
関
心
の
一
つ
で
あ
る
〃
政
治
”
と
〃
社
会
”
の
視
点
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
な
る
が
、
以
上
に
述
べ
た
広
い
意
味
で
の
国
家
こ
そ
が
、

〃
社
会
学
的
”
な
権
力
・
支
配
論
の
対
象
領
域
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
国
家
と
市
民
社
会
の
関
連
の
問
題
は
、
権
力
．
支
配
の
世
界
史
的
視
角

と
も
い
え
る
も
の
を
も
提
供
す
る
。
そ
れ
は
グ
ラ
ム
シ
の
「
東
方
で
は
、
国
家
は
す
べ
て
で
あ
り
、
市
民
社
会
は
幼
稚
で
ゼ
ラ
チ
ン
状
の
も
の
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
西
方
で
は
・
国
家
と
市
民
社
会
と
の
あ
い
だ
に
正
確
な
関
係
が
あ
り
、
国
家
が
動
揺
す
る
と
す
ぐ
に
市
民
社
会
の
頑
強
な
構

造
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
」
（
前
掲
書
、
－
、
一
八
○
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
表
現
に
み
ら
れ
、
当
時
の
ロ
シ
ア
、
あ
る
い
は
広
く
ア
ジ
ア
と
そ
れ
に
対
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
も
し
く
は
、
前
近
代
的
国
家
と
、
そ
れ
に
対
す
る
近
代
国
家
あ
る
い
は
先
進
国
家
の
権
力
．
支
配
の
相
違
の
特
徴
の
摘
出
で
あ
り
、

と
り
わ
け
現
代
の
権
力
・
支
配
論
に
お
け
る
“
社
会
”
の
意
義
を
指
摘
す
る
視
角
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
グ
ラ
ム
シ
的
意
味
に
お
け
る
市
民
社
会
・
す
な
わ
ち
〃
社
会
”
の
検
討
を
も
う
一
歩
進
あ
て
み
た
い
。
竹
村
氏
に
よ
れ
ば
グ
ラ
ム
シ
の
市

民
社
会
は
「
支
配
集
票
全
社
会
で
行
使
す
る
『
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
』
の
機
能
」
に
対
応
す
・
「
俗
に
覆
敵
影
わ
れ
・
諸
員
の
総
体
の
『
次

元
』
」
に
も
と
め
ら
れ
る
と
し
、
「
政
党
や
組
合
な
ど
の
結
社
、
そ
れ
ら
の
登
場
す
る
議
会
や
自
治
体
の
ほ
か
教
会
．
学
校
そ
の
他
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
●
社
会
的
諸
機
構
（
教
育
・
言
論
・
伝
達
機
関
・
文
化
的
・
社
会
的
野
機
関
、
等
）
の
総
体
を
包
括
し
、
そ
れ
ら
に
よ
る
”
同
意
の
組
織
化
〃
の
機

能
を
さ
し
た
も
の
」
（
前
掲
書
・
一
四
七
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
市
民
社
会
は
「
歴
史
的
に
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
と
と
も
に
発
達
し
噛

機
能
的
意
義
を
高
め
、
支
配
階
級
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
実
現
へ
の
寄
与
を
増
し
て
き
た
」
（
同
書
）
の
で
あ
る
が
、
と
同
時
に
河
村
氏
に
よ
れ
ば
「
『
社
会
』

を
従
属
さ
せ
た
現
代
の
『
国
家
』
か
ら
、
『
国
家
』
を
従
属
さ
せ
た
新
し
い
『
社
会
』
の
形
成
と
い
う
展
望
の
な
か
で
、
『
市
民
社
会
』
の
問
題
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一
四

が
論
じ
ら
れ
」
る
と
し
、
ま
た
「
『
国
家
』
に
た
い
す
る
『
社
会
』
の
優
位
を
現
実
の
国
民
大
泉
の
社
会
生
活
の
な
か
に
お
い
て
具
体
的
に
問
題
」

す
る
も
の
と
し
て
、
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
概
念
を
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
（
前
掲
書
、
四
二
⊥
二
ペ
ー
ジ
）

　
竹
村
氏
に
あ
っ
て
は
、
市
民
社
会
は
、
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
諸
関
係
（
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
諸
関
係
で
な
く
）
で
あ
っ
て
・
も
っ
ぱ
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
」

的
な
概
念
な
の
で
は
な
い
。
」
と
さ
れ
る
。
（
前
掲
書
、
一
四
七
ペ
ー
ジ
）
　
ま
た
河
村
氏
の
方
は
「
『
社
会
』
は
資
本
主
義
社
会
と
い
う
よ
う
に
、
特
定

の
生
産
様
式
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
全
体
を
抽
象
的
に
表
現
す
る
も
の
と
し
て
の
み
あ
る
の
で
は
な
く
、
諸
個
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
社
会
関
係

の
総
体
と
し
て
規
定
さ
れ
る
具
体
的
存
在
で
も
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
（
前
掲
書
、
四
四
ペ
ー
ジ
）
　
こ
こ
で
両
氏
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
若
干
の
相
違
を

示
し
て
お
り
、
市
民
社
会
H
〃
社
会
”
概
念
そ
の
も
の
が
も
つ
問
題
性
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
〃
社
会
”
と
国
家
”
〃
政
治
”
と
の
関
連
で

追
及
さ
れ
て
き
た
以
上
の
命
題
が
、
土
台
1
1
”
経
済
”
と
の
関
連
で
問
題
と
さ
れ
る
時
、
　
”
社
会
”
の
位
置
が
・
「
も
っ
ぱ
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

な
概
念
な
の
で
は
な
い
」
に
し
て
も
、
グ
ラ
ム
シ
的
視
角
か
ら
は
、
上
部
構
造
の
二
つ
の
次
元
の
う
ち
の
政
治
社
会
で
あ
る
国
家
と
相
な
ら
ぶ
も

う
一
つ
の
次
元
と
し
て
、
知
的
・
道
徳
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
、
思
想
・
文
化
の
次
元
と
し
て
、
河
村
氏
の
い
う
「
諸
個
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
社
会
関

係
の
総
体
」
に
か
か
わ
る
次
元
と
し
て
語
ら
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
と
思
え
る
。
こ
の
点
は
、
本
稿
で
検
討
を
重
ね
て
い
く
課
題
に
あ
た
る
わ
け
で

あ
る
が
、
竹
村
氏
の
解
釈
を
考
察
し
て
お
い
て
次
に
進
み
た
い
。

　
氏
は
、
イ
タ
リ
ア
で
の
現
代
の
グ
ラ
ム
シ
研
究
を
概
括
し
つ
つ
、
市
民
社
会
と
政
治
社
会
の
区
別
の
問
題
を
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
「
最
終
的

な
機
構
的
・
構
造
的
・
有
機
的
区
別
を
意
味
し
う
る
も
の
で
な
く
て
、
恥
耶
か
分
か
浄
論
的
区
別
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
　
（
前
掲
書
・
一
五
三

ペ
ー
ジ
）
第
一
に
は
、
市
民
社
会
と
政
治
社
会
と
は
規
定
的
関
係
な
い
し
相
互
作
用
・
移
行
の
関
係
を
も
ち
う
る
こ
と
と
、
第
二
に
は
、
市
民
社

会
の
個
々
の
機
構
・
結
社
の
政
治
機
能
に
も
両
契
機
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
力
関
係
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
両
契
機
の
均
衝
の
変
化
が
、
狭
義
の

国
家
、
政
治
社
会
の
な
ん
ら
か
の
変
化
を
規
定
し
う
る
こ
と
の
ゆ
え
に
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
　
〃
社
会
”
と
〃
政
治
”
の
区
別
と
関
連
の
問
題
が

語
ら
れ
て
い
る
が
、
次
の
問
題
は
一
般
に
土
台
1
1
〃
経
済
”
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
概
念
と
の
「
相
違
」
の
点
に
関
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ヘ
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し
て
で
あ
る
。
氏
は
、
マ
ル
ク
ス
が
「
政
治
社
会
の
市
民
社
会
か
ら
の
外
化
が
進
行
し
て
ゆ
く
時
代
に
生
き
て
、
こ
の
歴
史
的
過
程
に
お
け
る
能

動
的
肯
定
的
契
機
を
ヘ
ー
ゲ
ル
の
市
民
社
会
に
お
け
る
経
済
的
諸
関
係
に
も
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
乖
離
の
止
揚
の
歴
史
的
に
必
然
的
な

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

性
格
を
論
理
的
に
論
証
し
よ
う
と
し
た
」
（
同
書
、
一
五
九
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
が
、
政
治
社
会
と
方
法
論
的
に
し
か
区
別
さ
れ
え
な
い
不
可
分
の

関
連
を
も
つ
市
民
社
会
と
し
て
と
ら
え
る
グ
ラ
ム
シ
は
、
　
マ
ル
ク
ス
と
は
次
の
二
点
に
お
い
て
明
ら
か
に
「
異
掛
ひ
か
時
衛
に
生
き
て
い
た
」



（
同
書
、
一
六
〇
ペ
ー
ジ
）
と
大
胆
な
提
起
を
さ
れ
る
。
第
一
は
、
マ
ル
ク
ス
の
時
代
と
比
し
、
グ
ラ
ム
シ
の
時
代
（
そ
れ
は
現
代
ま
で
を
含
む
）
は
、
政

治
社
会
と
市
民
社
会
と
の
乖
離
が
、
h
政
治
社
会
を
瓦
解
に
赴
か
せ
か
ね
ぬ
ほ
ど
極
限
に
達
し
、
政
治
社
会
が
恒
常
的
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
、
第
二
は
、
「
か
つ
て
の
へ
！
ゲ
ル
の
市
民
社
会
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
で
、
経
済
的
諸
関
係
か
ら
直
接
展
開
す
る
社

会
組
織
…
…
は
、
（
中
略
）
一
方
の
乖
離
し
て
ゆ
く
政
治
社
会
を
補
強
し
よ
う
と
す
る
統
治
階
級
の
意
図
と
他
方
の
経
済
的
諸
矛
盾
に
根
ざ
す
人
民

大
衆
の
圧
力
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
政
治
的
国
家
機
関
に
連
結
さ
れ
な
が
ら
も
上
部
構
造
に
登
場
し
て
、
構
造
（
土
台
）
の
矛
盾
を
反
映
す
ゐ
」

（
同
書
）
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
、
氏
は
、
国
家
（
政
治
社
会
）
臼
“
政
治
”
と
市
民
社
会
U
“
社
会
”
の
関
連
を
、
上
部
構
造
と
土
台

1
1
〃
経
済
”
と
し
て
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
に
同
一
視
す
る
単
純
化
を
克
服
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
ら
れ
、
「
マ
ル
ク
ス
初
期
の
市
民
社
会
概
念
の

う
ち
で
の
ち
に
上
部
構
造
に
登
場
し
展
開
し
て
ゆ
く
次
元
1
な
に
よ
り
も
ま
ず
政
党
・
結
社
の
次
元
1
を
国
家
統
治
と
の
関
連
に
お
い
て

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

機
能
的
に
と
ら
え
、
こ
こ
に
時
代
の
歴
史
的
過
程
に
お
け
る
（
政
治
－
哲
学
の
統
｝
と
し
て
の
）
能
動
的
肯
定
的
契
機
の
次
元
を
も
と
め
た
」
グ
ラ
ム

シ
の
市
民
社
会
概
念
の
積
極
性
を
高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
同
書
、
一
六
】
ぺ
…
ジ
）

　
こ
こ
に
お
い
て
“
経
済
”
か
ら
“
政
治
”
へ
と
歴
史
的
に
登
場
し
て
く
る
“
社
会
”
の
意
義
と
、
そ
の
権
力
・
支
配
論
上
の
位
置
が
、
邑
智
的

な
形
で
グ
ラ
ム
シ
の
中
に
竹
村
氏
は
惑
い
出
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
氏
自
身
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
グ
ラ
ム
シ
の
市
民

社
会
概
念
自
体
は
、
上
部
構
造
に
尽
す
場
合
、
土
台
に
属
す
場
合
、
両
者
の
中
間
か
あ
る
い
は
両
者
に
ま
た
が
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
も
と
れ
る
場
合

に
ぶ
つ
か
る
（
同
書
、
一
七
〇
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
り
、
論
理
的
な
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
は
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
と
思
わ
れ
、
次
章
で
私
見
を
展
開
し

た
い
。

二
　
”
社
会
”
の
位
置

e
　
　
“
社
会
”
め
論
理
的
確
定

　
権
力
・
支
配
、
と
り
わ
け
国
家
権
力
を
論
じ
る
に
は
、
「
社
会
構
造
全
体
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
主
権
・
従
属
関
係
の
政
治
的
形
態
の
、
最
奥

の
秘
密
、
隠
れ
た
基
礎
」
で
あ
る
「
生
産
条
件
の
所
有
者
の
直
接
生
産
者
に
た
い
す
る
直
接
的
関
係
」
（
客
ζ
§
【
・
芝
．
同
犀
。
・
切
鐸
鐸
μ
。
。
O
倉
ψ
堕

δ
Ψ
。
。
o
P
『
資
本
論
』
⑤
大
月
書
店
、
一
〇
一
五
ぺ
通
ジ
）
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
資
本
主
義
に
お
い
て
は
「
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
」
ア
）
社
会
の
内
部

的
仕
組
み
を
な
し
、
ま
た
基
本
的
諸
階
級
が
存
立
す
る
基
礎
と
な
っ
て
い
る
諸
範
疇
。
資
本
、
賃
労
働
、
土
地
所
有
」
の
確
定
と
、
「
「
そ
れ
ら
相

一
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

互
の
関
係
」
（
国
・
ζ
§
【
讐
壽
㎏
訂
噛
切
痔
H
ω
．
μ
。
。
o
ざ
¢
①
。
。
9
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
工
大
月
書
店
、
三
〇
ペ
ー
ジ
）
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
い
わ
ば
〃
経
済
学
的
”
に
確
定
さ
れ
る
関
係
は
、
人
間
が
「
彼
ら
の
生
活
の
社
会
的
生
産
に
お
い
て
、
一
定
の
、
必
然
的
な
、
彼
ら
の
意
志
か

ら
独
立
し
た
諸
関
係
」
と
し
て
取
り
結
ぶ
関
係
で
あ
り
、
「
物
質
的
生
産
撃
力
の
一
定
の
発
展
段
階
に
対
応
す
る
生
産
諸
関
係
」
（
筐
画
困
。
。
α
ρ
ψ

鉾
「
全
集
』
1
3
大
月
書
店
、
六
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
　
こ
れ
ら
「
生
産
諸
関
係
の
総
体
」
が
「
社
会
の
経
済
的
構
造
を
形
成
」
す
る
「
実

在
的
土
台
」
で
あ
り
（
凶
げ
峯
同
書
）
、
ま
た
「
全
体
と
し
て
の
生
産
関
係
」
が
、
「
社
会
的
関
係
、
社
会
と
よ
ば
れ
る
も
の
を
、
し
か
も
一
定
の
歴

史
的
発
展
段
階
に
あ
る
社
会
、
独
特
で
特
色
の
あ
る
性
格
を
も
っ
た
社
会
を
形
づ
く
る
」
（
国
．
ζ
婁
嘘
男
穿
α
q
。
昼
妻
。
蒔
や
切
α
●
ρ
Q
。
．
心
。
。
。
レ
。
。
お
”

「
全
集
』
6
大
月
書
店
、
四
〇
三
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
。
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し
か
し
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
・
〃
経
済
学
的
”
・
に
規
定
さ
れ
た
生
産
諸
関
係
、
経
済
的
構
造
、
実
在
的
土
台
に
よ
り
、
基
礎
づ
け
ら

ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
、
形
成
さ
れ
、
形
づ
く
ら
れ
る
「
社
会
構
造
」
（
σ
。
＄
。
房
。
冨
h
島
。
冨
図
。
長
川
q
互
8
）
、
「
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
社
会
」
（
暮
お
。
島
筈
①
O
窃
。
房
。
ゲ
鋤
ε
、

「
社
会
的
関
係
」
（
α
q
8
。
房
9
聾
一
一
。
冨
く
①
跨
似
ぎ
一
。
・
。
・
。
）
、
「
社
会
と
よ
ば
れ
る
も
の
」
の
確
定
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
〃
社
会
”
（
○
①
。
。
巴
。
。
畠
聾
）
の

〃
経
済
”
に
対
す
る
論
理
的
確
定
こ
そ
が
、
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
概
念
の
位
置
を
見
定
め
、
ま
た
権
力
・
支
配
に
お
け
る
〃
社
会
学
的
”
位
置

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
“
政
治
”
と
し
て
の
国
家
は
「
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
社
会
の
総
括
」

（
図
・
護
⇔
舞
・
≦
o
蒔
①
・
切
斜
H
。
。
・
勲
斜
O
・
ω
・
O
ω
り
・
前
掲
書
、
三
〇
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
形
で
〃
社
会
”
と
関
係
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
〃
経

済
”
（
土
台
）
ー
グ
社
会
”
（
市
民
社
会
）
1
”
政
治
”
（
国
家
｝
の
相
互
の
関
係
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
“
経
済
”
が
展
開
さ
れ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
は
、
「
諸
階
級
」
の
章
で
中
断
し
て
い
る
。
著
述
の
プ
ラ
ン
と
い
え
る
も
の
に

『
要
綱
』
の
「
序
説
、
経
済
学
の
方
法
」
に
お
い
て
、
「
〇
一
般
的
・
抽
象
的
諸
規
定
、
…
…
　
⇔
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
社
会
の
内
部
的
仕
組
み
を

な
し
、
ま
た
基
本
的
諸
階
級
が
存
立
す
6
基
礎
と
な
っ
て
い
る
諸
範
疇
。
資
本
、
賃
労
働
、
土
地
所
有
。
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
。
都
市
と
農
村
。

三
大
社
会
階
級
。
こ
れ
ら
諸
階
級
問
の
交
換
。
流
通
。
信
用
制
度
（
私
的
）
。
国
国
家
の
形
態
で
の
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
社
会
の
総
括
。
そ
れ
自
体
と

の
関
係
で
の
考
察
…
…
。
」
（
P
斜
ρ
ω
・
①
ω
曽
前
掲
書
、
三
〇
ペ
ー
ジ
）
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考
察
し
う
る
に
、
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
社
会
の
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内
部
的
仕
組
み
を
な
し
、
ま
た
基
本
的
諸
階
級
が
存
立
す
る
基
礎
と
な
っ
て
い
る
諸
範
疇
そ
の
も
の
の
確
定
や
論
理
展
開
は
、
よ
り
〃
経
済
（
学
）
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的
”
展
開
と
い
え
、
ま
た
　
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
社
会
の
総
括
と
し
て
の
国
家
の
形
態
の
確
定
や
論
理
展
開
は
、
よ
り
“
政
治
（
学
）
的
”
展
開
と
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ヘ
　
　
へ

い
え
る
な
ら
ば
、
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
社
会
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
ま
た
諸
階
級
そ
の
も
の
の
確
定
や
論
理
展
開
は
、
よ
り
“
社
会
（
学
）
的
”
展



開
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
，
『
資
本
論
』
で
の
最
終
章
『
諸
階
級
』
以
降
の
展
開
が
、
も
し
存
在
す
る
と
し
た
な

ら
ば
、
よ
り
〃
社
会
”
　
の
領
域
に
相
当
す
る
展
開
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ゆ
『
要
綱
』
・
の
方
法
に
従
え
ば
、
抽
象
的
な
規
定

（
筈
魯
三
四
。
国
婁
一
目
め
唐
α
q
）
が
上
向
（
》
魚
践
。
α
q
）
の
道
を
た
ど
り
、
「
多
く
の
規
定
と
関
連
よ
り
な
る
豊
富
な
総
体
（
①
一
器
艮
畠
①
↓
。
芭
葺
け
く
自

鼠
£
㊥
途
切
Φ
践
自
髪
謁
8
ロ
民
切
目
。
ピ
ロ
α
q
魯
）
」
、
「
多
く
の
諸
規
定
の
総
括
（
ユ
δ
N
ロ
ω
§
語
魯
h
帥
。
。
ω
暮
σ
q
鼠
①
一
霧
霧
ω
二
目
昌
琶
α
鳥
目
）
」
と
し
て
の
現
実
的

で
具
体
的
な
も
の
（
男
Φ
9
♂
「
猛
飢
　
数
O
昌
す
Φ
件
①
）
へ
の
接
近
の
過
程
こ
そ
（
薫
↑
ω
．
ω
．
＄
7
⑤
q
。
b
。
●
同
書
二
二
⊥
一
一
二
ペ
ー
ジ
）
“
社
会
”
の
論
理
的
確
定

の
道
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
ρ
も
ち
ろ
ん
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
実
現
は
さ
れ
な
か
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
著
述
プ
ラ
ン
」
に
つ

い
て
は
種
々
の
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
つ
は
、
こ
の
『
要
綱
』
r
の
プ
ラ
ン
そ
の
も
の
の
箇
所
が
．
「
経
済
学
の
方
法
↑
と
題
ざ
れ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
国
家
の
展
開
を
も
含
め
て
（
広

義
の
）
経
済
学
の
展
開
と
す
る
考
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

－
次
に
は
、
国
家
の
「
総
括
』
侭
政
治
的
な
も
の
で
あ
り
、
政
治
学
の
廻
瀾
と
す
る
考
え
。

　
さ
ち
に
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
次
の
言
葉
の
こ
走
く
、
『
資
本
論
』
の
中
に
お
い
て
も
は
や
「
普
通
の
意
味
で
の
『
経
済
理
論
』
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
か
っ
た
」
（
『
全
集
』
①
大
儲
書
店
、
一
八
九
四
、
一
三
四
ペ
コ
ジ
〉
の
で
あ
る
か
ら
、
全
体
を
通
じ
て
〃
経
済
学
的
”
展
開
と
し
な
い
考
え
。

　
　
「
そ
こ
で
『
ド
イ
ツ
の
経
済
学
聞
知
の
て
の
著
書
拡
、
資
木
主
義
的
社
套
構
成
体
の
全
体
層
、
生
き
た
構
成
体
と
し
て
…
す
な
巾
ち
、
日
常
生
活
の
諸
側
面

　
や
、
こ
の
生
産
関
係
に
固
有
な
階
級
敵
対
の
実
際
上
の
社
会
的
現
わ
れ
や
、
資
本
家
階
級
の
支
駕
を
保
護
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
政
治
的
上
部
構
造
や
、
自
由
．

　
平
等
、
等
々
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
観
念
や
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
家
族
関
係
を
と
も
な
っ
た
構
成
体
と
し
て
1
読
者
に
し
め
し
た
の
で
あ
る
。
」

　
本
論
で
は
、
そ
れ
ら
に
比
し
て
『
資
本
論
』
の
展
開
を
〃
経
済
”
、
「
諸
階
級
」
以
降
「
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
社
会
」
の
展
開
を
〃
社
会
〃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ

国
家
の
「
総
括
」
の
展
開
を
〃
政
治
”
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
普
通
の
意
味
で
の
」
経
済
学
、
社
会
学
、
政
治
学

の
対
象
・
理
論
め
領
域
と
は
考
え
な
い
。
ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
普
燈
心
藤
恥
で
ひ
「
経
済
理
論
」
、
「
社
会
理
論
」
、
「
政
治
理
論
」
だ
け
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
コ
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
ど
ま
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
学
と
し
て
は
、
全
体
を
通
じ
て
社
会
構
成
体
」
（
（
甲
O
匂
。
㊥
一
一
〇
〇
〇
げ
鉱
件
切
｛
O
H
尉
P
㊤
け
一
〇
昌
）
の
学
と
し
て
と
ち
え
ら
れ

　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
関
心
は
、
問
題
と
、
七
て
め
」
〃
社
会
”
で
あ
り
（
そ
の
意
味
で
の
み
”
社
会
学
的
〃
位
椴
に
あ
る
）
、
　
そ
れ
と
．
〃
経
済
”
お
よ

び
“
政
治
”
と
の
関
逓
で
あ
る
。
そ
し
て
・
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
は
じ
め
て
、
今
度
は
逆
に
“
社
会
”
の
相
対
的
独
自
な
位
置
が
浮
か
び
上
が

る
も
の
と
思
わ
れ
る
9
ま
．
ず
〃
経
済
”
か
ら
〃
社
会
グ
ペ
の
斜
向
の
展
開
の
過
程
に
釦
い
セ
、
　
一
つ
は
、
一
般
的
．
抽
象
的
諸
規
定
お
よ
び
基
礎

一
七

F



「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
諸
範
疇
に
、
よ
り
現
実
的
で
具
体
的
な
諸
規
定
が
つ
け
加
わ
る
こ
と
。
と
こ
で
、
よ
り
現
実
的
で
具
体
館
な
規
定
そ
の
も
の
（
こ
れ
は
上
部
構
造

の
種
々
の
要
素
で
あ
ろ
う
が
）
が
〃
社
会
”
と
い
う
の
で
は
な
い
。
々
ル
ク
ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
賃
労
働
、
資
本
等
々
と
い
っ
た
そ
の
基

礎
と
な
う
て
い
る
諸
要
素
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
…
…
一
つ
の
空
語
」
（
p
斜
ρ
¢
①
ω
い
前
掲
書
、
二
二
ペ
ー
ジ
）
で
し
か
そ
れ
は
な
い
。
し
か

し
、
一
般
的
．
抽
象
的
で
、
「
基
礎
的
な
諸
規
定
睦
“
経
済
”
と
、
r
そ
れ
に
よ
り
現
実
的
で
具
体
的
な
諸
規
定
が
加
わ
っ
た
「
多
く
の
規
定
と
関
連

よ
り
な
る
豊
富
な
総
体
」
“
“
社
会
”
と
は
、
相
対
的
に
あ
い
異
な
る
。
も
う
一
つ
は
、
抽
象
的
な
諸
規
定
に
、
具
体
的
な
諸
規
定
が
う
け
加
わ

り
、
そ
こ
に
お
い
て
「
多
く
の
諸
規
定
の
総
括
」
が
行
な
わ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
単
に
現
実
的
で
具
体
的
な
諸
規
定
が
つ
け
加
わ
る
だ
け
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
く
、
老
。
に
は
相
対
的
に
独
自
な
総
湧
輪
灘
存
在
す
る
鯨
．
つ
を
で
あ
る
。
”
経
済
〃
の
論
理
に
対
し
、
、
そ
の
論
理
を
基
礎
と
し
て
内

に
含
む
“
社
会
”
の
相
対
的
に
独
自
な
総
括
の
論
理
が
存
在
す
る
。

　
ま
た
〃
政
治
”
に
対
し
て
は
、
以
上
の
“
社
会
”
を
も
つ
」
て
し
て
は
b
め
て
、
扇
国
家
の
形
態
偏
に
お
い
て
総
括
（
N
房
⇔
目
p
2
婁
琶
。
q
）
さ
れ
る

「
市
民
ハ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
社
会
」
の
位
置
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
、
す
な
わ
ち
国
家
に
お
い
て
権
力
・
支
配
を
論
じ
る
と
き
、
そ
れ
が
狭
義
の
統
治

へ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

機
構
と
し
て
の
国
家
で
は
な
く
広
義
の
統
治
構
造
と
し
て
の
国
家
で
あ
る
場
合
、
　
〃
経
済
4
か
ら
直
接
的
に
」
〃
政
治
”
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、

諸
階
級
を
含
む
〃
社
．
会
”
・
1
1
市
民
社
会
と
の
関
連
に
お
い
て
広
義
の
国
家
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
　
謝
政
治
”
に
よ
る
〃
社
会
”
の
総
括
の
意

義
は
こ
こ
に
存
在
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
・
こ
こ
に
グ
ラ
ム
シ
流
の
国
家
と
市
民
社
会
の
問
題
の
根
拠
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ

う
。　
以
上
の
上
向
の
歩
み
に
対
応
す
喝
も
の
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
次
の
素
描
が
あ
る
、
之
思
わ
れ
る
。

　
　
「
ω
も
し
ん
聞
の
生
産
諸
力
の
一
定
の
発
展
状
態
を
前
提
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
ま
た
そ
の
よ
う
な
交
易
へ
交
通
）
と
消
費
と
の
形
態
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
」

　
（
“
経
済
”
）

　
　
「
②
も
し
生
産
、
交
易
、
消
費
の
一
定
の
発
展
度
を
前
提
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
ま
た
そ
の
よ
う
な
社
会
的
構
成
（
ω
。
心
当
o
O
H
音
§
α
q
原
文
は
7
デ
ン
ス

、
語
）
・
の
形
態
、
そ
の
よ
う
な
家
族
・
諸
身
分
・
諸
階
級
の
組
織
、
一
言
で
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
市
民
社
会
（
O
霧
巴
ψ
。
訂
沖
〔
。
・
a
Φ
紙
。
三
ε
が
あ
る
で
し

　
よ
う
。
」

　
（
“
社
会
”
）
　
　
　
　
．
　
　
　
、
　
覧
、
　
’
，
　
　
　
　
、

　
　
「
㈲
そ
の
よ
う
な
市
民
社
会
を
前
提
す
る
な
ら
ば
・
、
そ
こ
に
は
、
こ
の
市
民
社
会
の
公
的
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
政
治
的
状
態
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
」
・
（
”
政

　
治
μ
）
・
、
（
国
．
、
ζ
§
ぞ
≦
o
旨
．
切
斜
幽
噛
、
H
。
。
心
9
ω
・
総
g
。
り
「
全
集
』
4
大
月
書
店
。
五
六
三
ペ
ー
ジ
）
、
、
，
～
「
」
　
∵
　
　
　
　
　
　
　
．
　
：



6

⇔
　
　
〃
社
会
”
の
展
開

　
し
か
し
な
が
ら
グ
ラ
ム
シ
流
市
民
社
会
概
念
と
マ
ル
ク
ス
の
市
民
社
会
概
念
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
若
苗
の
段
差
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
、
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
市
民
社
会
と
は
．
通
常
二
つ
の
意
味
で
使
用
さ
れ
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
全
歴
史
の
真
の
か

ま
ど
」
（
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
、
合
同
出
版
、
一
八
四
五
一
六
、
七
三
ぺ
裂
ジ
）
で
あ
り
、
、
全
歴
史
の
基
礎
と
し
て
の
「
物
質
的
な
諸
生
活
関
係
」

（『

S
集
」
1
3
、
前
掲
書
、
六
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
・
他
の
．
一
つ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
デ
社
会
と
訳
さ
れ
る
資
本
主
義
社
会
の
こ
と
で
あ
り
、
　
こ
れ
が
殆
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
場
合
の
使
用
例
と
い
え
る
。
前
者
の
場
合
、
市
民
社
会
は
〃
経
済
”
ど
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
後
者
の
場
合
、
　
〃
経
済
”
、
　
“
社
会
〃
、
、

“
政
治
”
を
含
む
資
本
主
義
的
社
会
構
成
体
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
前
者
の
場
合
で
も
先
に
引
用
し
た
「
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
へ
の
手
紙
」
で
絃

“
経
済
”
と
は
相
対
的
に
独
自
な
“
社
会
”
と
し
て
の
市
民
社
会
の
使
用
例
が
あ
る
し
、
ま
た
後
者
の
場
合
で
も
、
　
“
政
治
”
訓
国
家
を
含
ま
な

い
『
要
綱
』
の
使
用
例
（
布
民
〔
ブ
ル
ジ
ョ
ア
〕
社
会
の
総
括
と
し
て
の
国
家
）
が
あ
る
。
　
こ
こ
に
市
民
社
会
目
“
社
会
”
と
い
う
、
　
〃
経
済
”
、
　
〃
政

治
ダ
と
は
相
対
的
に
独
自
な
領
域
の
問
題
が
浮
か
び
あ
が
る
が
、
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
市
民
社
会
と
は
、
〃
経
済
”
や
〃
政
治
”

と
並
列
す
る
独
立
し
た
領
城
と
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
翰
。
と
り
わ
け
“
社
会
”
の
位
置
は
、
現
実
的
、
具
体
的
な
諸
規
定
す
な
わ
ち

上
部
構
造
的
諸
要
素
に
よ
る
“
経
済
”
目
土
台
の
上
向
“
現
実
・
具
体
化
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
“
経
済
”
と
切
り
離
し
て
は
ま
さ
に
「
空
語
」

と
し
て
し
か
存
立
し
え
な
い
も
・
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
マ
ル
ク
ス
の
場
合
、
市
民
社
会
を
語
る
重
点
は
“
経
済
”
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
ゆ
そ
し
て
、
そ
の
事
実
は
、
‘
グ
ラ
ム
シ

流
市
民
社
会
概
念
の
性
格
を
説
等
し
た
竹
村
氏
も
語
る
よ
う
に
、
時
代
的
特
徴
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
”
社

会
”
目
市
民
社
会
そ
の
も
の
の
問
題
性
が
、
マ
．
ル
ク
ス
の
生
き
て
い
た
時
代
と
、
高
度
に
発
達
し
た
資
本
主
義
、
あ
る
い
は
「
先
進
社
会
」
と
よ

ば
れ
る
に
い
た
っ
た
時
代
と
は
、
変
化
を
お
び
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
グ
ラ
ム
シ
の
表
現
に
従
え
ば
「
幼
稚
で
ゼ
ラ
チ
ン
状
」
の
市
民

社
会
か
ら
、
国
家
と
の
あ
い
だ
に
正
確
な
関
係
を
も
？
「
頑
強
な
構
造
」
の
市
民
社
会
へ
の
変
化
と
い
え
、
ま
た
レ
ー
ニ
ン
が
ロ
シ
ア
と
比
較
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
資
本
主
義
が
発
達
し
嘱
最
後
の
、
一
人
ま
で
民
主
主
義
文
化
と
組
織
性
と
が
あ
た
ら
れ
て
い
る
」
（
『
全
集
』
⑳
大
月
書
店
、
一
九

晶
八
、
九
四
ペ
ー
ジ
）
と
評
し
た
“
先
進
性
”
を
そ
こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
マ
ル
ク
ス
が
生
き
た
所
は
西
方
の
地
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

あ
っ
た
が
．
．
東
方
の
地
1
一
周
シ
ア
と
西
方
の
地
目
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
対
比
を
、
マ
ル
ク
ス
の
生
き
た
時
代
と
現
代
と
の
対
比
に
置
き
換
え
る
こ
と

一
九



二
〇

も
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
現
代
の
・
〃
社
会
”
肩
市
民
社
会
は
、
単
に
〃
経
済
”
の
み
で
は
語
り
え
な
い
重
要
な
現
実
・
．
呉
体
的
な
諸
規
定

（
グ
ラ
ム
シ
的
表
現
で
は
「
知
的
．
道
徳
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
で
あ
り
、
レ
ー
ニ
ン
的
表
現
で
は
「
民
主
主
義
文
化
と
組
織
性
」
）
を
お
び
、
ま
允
権
力
・
支
配
を

語
る
場
含
、
国
家
と
の
関
連
に
お
い
．
て
、
一
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
〃
社
会
”
1
1
市
民
社
会
の
歴
史
的
位

置
は
、
さ
ら
に
グ
ロ
：
バ
ル
な
視
角
か
ら
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
か
つ
て
国
家
と
〃
社
会
”
が
未
分
離
な
状
態
、
マ
ル

タ
ス
の
表
現
で
は
「
市
民
生
活
の
諸
要
素
は
、
・
・
三
・
国
家
生
活
の
要
素
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
た
」
古
代
と
中
世
の
共
同
体
か
ら
、
政
治
革
命
と
し

て
登
場
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
は
、
　
「
政
治
的
国
家
を
普
遍
的
な
手
段
と
し
て
、
す
な
わ
ち
現
実
的
な
国
家
と
し
て
確
立
し
た
」
と
同
時
に
、

「
共
同
体
か
ら
の
人
民
の
分
離
」
を
実
現
し
、
「
市
民
社
会
の
政
治
的
性
格
の
揚
棄
」
つ
ま
り
国
家
か
ら
の
〃
社
会
”
1
1
市
民
社
会
の
分
離
を
実
現

し
た
。
（
『
全
集
』
－
、
一
八
四
三
、
四
〇
四
1
五
ペ
ー
ジ
）
そ
し
て
以
後
、
市
民
社
会
と
い
う
言
葉
が
一
八
世
紀
に
歴
史
上
あ
ら
わ
れ
、
「
市
民
社
会

そ
れ
自
体
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
．
ア
ジ
ー
と
と
も
に
だ
け
発
展
す
る
」
（
『
ド
イ
ツ
．
イ
デ
オ
ロ
ー
ギ
」
、
前
掲
書
、
一
六
一
ニ
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
市
民
社

会
は
湖
経
済
”
と
し
て
の
様
相
を
呈
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
と
し
て
展
開
し
た
。
マ
ル
ク
ス
の
分
析
の
重
点
が
、
　
“
経
済
”
に
移
行
し
て
い
っ
た

の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
資
本
主
義
の
発
展
は
、
そ
の
内
部
に
基
本
的
な
矛
盾
を
か
か
え
こ
み
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
グ
ラ
ム
シ
の
い
う
支
配
秩

序
維
持
の
た
め
の
「
国
家
と
市
民
社
会
と
の
あ
い
だ
の
正
確
な
関
係
」
が
問
題
と
な
り
、
市
民
社
会
そ
れ
自
体
の
国
家
と
の
関
連
に
お
け
る
発

展
、
翻
え
ば
民
主
主
義
文
化
や
組
織
姓
の
拡
が
り
（
レ
ー
ニ
ン
）
と
い
う
進
展
を
見
せ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
逆
に
言
え
ば
、
　
“
社
会
”
の
発
展

が
、
今
度
は
、
将
来
の
「
国
家
を
社
会
の
上
に
あ
る
機
関
か
ら
、
社
会
に
完
全
に
従
属
す
る
機
関
に
か
え
る
」
（
「
全
集
』
1
9
、
一
八
九
一
、
二
七
一

八
ペ
ー
ジ
）
基
礎
を
盲
ら
の
う
ち
に
は
ら
み
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
代
の
“
社
会
”
朝
市
民
社
会
の
位
置
は
、
権
力
・

支
配
に
お
い
て
〃
社
会
”
を
総
括
す
る
国
家
が
、
常
に
秩
序
維
持
の
た
あ
に
問
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
領
域
で
あ
る
と
同
時
に
、
勃
社
会
”
が
や

が
て
は
逆
に
国
家
を
自
か
ら
が
統
制
し
、
自
か
ら
の
従
属
下
に
お
く
た
め
の
拠
り
所
と
し
て
問
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
領
域
で
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
形
で
、
　
〃
社
会
”
H
市
民
社
会
は
、
　
〃
経
済
”
に
お
け
る
矛
盾
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
今
道
の
権
力
・
支
配
を
問
顯
と
す
る
時
、
．
国
家
と

の
闘
連
で
相
対
的
に
独
自
な
閥
題
領
域
と
し
て
浮
か
び
上
が
う
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

㊨
　
　
〃
社
会
”
の
現
実
・
具
体
的
規
定

そ
れ
で
は
“
経
済
”
の
上
向
の
過
程
で
現
実
・
具
体
的
規
定
を
お
び
、
独
自
な
総
括
の
論
理
を
も
つ
“
社
会
”
を
何
を
も
っ
て
語
れ
ば
よ
い
で

ら



あ
ろ
う
か
コ
そ
ル
て
曜
社
会
”
の
何
が
、
　
〃
政
治
”
桂
国
家
の
総
括
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
七
た
よ
う
に
グ
ラ
ム
シ
で
も
っ
て
そ

れ
が
問
題
と
さ
れ
る
時
は
知
的
・
道
徳
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
甚
と
い
う
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
」
」
に
比
重
が
か
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
結
論
か
ら
い
え
ば
、
本

稿
で
は
諸
生
活
関
係
（
冨
げ
。
房
く
。
跨
似
ぎ
誇
。
）
あ
る
い
は
諸
生
活
過
程
（
ピ
ω
げ
⑦
屋
領
9
。
ω
。
。
。
）
の
総
体
層
コ
社
会
〃
．
の
現
実
。
r
具
体
的
規
定
註
し
た

い
。
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
が
い
う
「
物
質
的
生
活
の
生
産
様
式
が
、
社
会
的
（
。
。
。
N
芭
）
、
政
治
的
お
よ
び
精
神
的
生
活
過
程
一
般
を
制
約
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
チ
ア
ル

（
凶
・
奪
・
芝
。
現
出
。
・
甲
山
・
μ
ω
・
P
勲
ρ
ω
・
ω
・
c
。
ゐ
噛
「
全
集
』
1
3
、
・
前
掲
書
、
六
ペ
ー
ジ
）
の
、
物
質
的
、
社
会
的
、
政
治
的
、
精
神
的
生
活
過
程

を
、
　
“
社
会
”
の
規
定
と
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
の
市
民
社
会
は
、
「
物
質
的
な
諸
生
活
関
係
一
：
…
こ
れ
ら
の
諸
生
活

関
係
の
総
体
」
（
薫
錘
同
書
）
す
な
わ
ち
“
経
済
4
と
イ
コ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
か
ら
“
社
会
”
、
目
市
民
社
会
と
は
、
物
質
的
な
諸
生
活
関

係
馬
ま
た
は
物
質
的
生
活
の
生
産
様
式
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
〃
経
済
”
1
1
生
産
関
係
あ
る
い
は
生
産
様
式
と
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
他
方
々
ル
ク
ス
は
別
の
個
所
で
は
「
人
間
の
生
活
諸
関
係
、
撃
ち
の
社
会
的
関
係
、
彼
ち
の
社
会
的
存
在
が
変
化
す
丸
ば
、
「
そ
れ
と

も
に
人
間
の
観
念
、
見
解
、
概
念
、
一
一
・
言
で
い
え
ば
人
間
の
意
識
も
ま
た
変
化
す
る
」
（
『
全
集
』
4
大
月
書
店
、
一
八
四
八
、
四
九
三
ペ
ー
ジ
）
と
記

七
て
い
る
。
こ
こ
で
は
生
活
諸
関
係
と
一
般
的
に
述
べ
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
社
会
的
関
係
す
な
わ
ち
“
社
会
”
と
同
等
な
も
の
と
し
て
並
べ
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
次
に
そ
れ
が
社
会
的
存
在
と
も
同
じ
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
生
活
面
関
係
は
や
は
り
前
述
の
物
質
的
生
活
諸
関
係
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
と
と
理
解
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
日
、
社
会
的
存
在
を
、
狭
く
土
台
1
1
生
産
関
係
と
と
ら
え
な
い
見
解
が
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
物
質
的

生
活
諸
関
係
以
外
の
生
活
諸
関
係
を
ま
で
含
め
て
社
会
的
存
在
と
広
く
と
ら
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
所
の
解
決

億
保
留
し
た
上
で
、
本
稿
の
主
張
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
的
時
代
か
ら
グ
ラ
ム
シ
的
時
代
の
歴
史
的
変
化
の
中
で
、
市
民
社
会
の
現
実
・
、
具
体
的
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
チ
ア
ル

を
、
物
質
的
生
活
諸
関
係
－
諸
過
程
お
よ
び
そ
れ
．
に
制
約
さ
れ
た
社
会
的
、
政
治
的
、
精
神
的
生
活
諸
関
係
1
諸
過
程
の
総
体
と
し
て
考
え
た

偽
こ
れ
は
・
市
民
社
会
概
念
自
体
が
・
〃
経
済
”
量
点
を
置
い
た
マ
ル
ク
ス
的
時
代
認
識
が
・
グ
ラ
ム
シ
的
時
代
認
識
ぺ
と
発
展
し
た
の
と

パ
ラ
レ
ル
に
、
生
活
諸
関
係
－
諸
過
程
が
、
竹
村
氏
の
表
現
を
借
り
れ
ば
土
台
に
あ
る
も
の
の
申
で
「
の
ち
に
上
部
構
造
に
登
場
し
展
開
し
て
ゆ

く
」
も
の
、
あ
る
い
は
逆
に
上
部
構
造
に
あ
る
も
の
の
中
で
の
ち
に
土
台
に
登
場
し
展
開
し
て
ゆ
く
も
の
の
総
体
を
含
む
形
で
発
展
し
た
こ
と
に

よ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
述
べ
た
市
民
社
会
托
生
活
諸
関
係
i
諸
過
程
の
総
体
は
、
人
間
の
意
識
そ
の
も
の
や
、
（
狭
義
の
）
国
家
機
構
と

い
う
上
部
構
造
に
対
し
て
は
、
‘
そ
れ
を
制
約
し
、
ま
た
逆
に
総
括
さ
れ
る
と
い
う
関
連
を
も
つ
の
で
あ
り
、
区
別
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
・
い
。

二
一



二
二

』
そ
う
し
た
上
で
こ
こ
で
の
一
つ
の
理
論
的
問
題
は
、
最
近
の
新
し
い
考
え
方
の
一
つ
の
流
れ
に
あ
る
土
台
と
上
部
構
造
と
は
別
の
概
念
的
領
域

に
「
社
会
」
、
あ
る
い
は
生
活
諸
過
程
を
置
ぐ
発
想
と
の
間
の
問
題
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
、
ス
の
プ
ー
ラ
ン
ツ
ァ
ス
は
、
一
方
に
お
け
る
生
産
様
式
な
い

じ
社
会
構
成
体
の
諸
構
造
、
経
済
構
造
i
生
産
諸
関
係
、
政
治
あ
る
い
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
と
、
他
方
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
構
造
的
作
用
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ナ
ン
ブ
ル

て
、
社
会
的
諸
関
係
、
諸
社
会
的
全
体
、
お
よ
び
そ
の
包
括
し
た
表
示
厩
念
で
あ
る
社
会
諸
階
級
、
あ
る
い
は
単
に
「
社
会
」
と
を
区
別
し
て
い

み
。
、
（
田
口
富
久
治
、
山
岸
紘
・
一
訳
、
『
資
本
主
義
国
家
の
構
造
」
1
未
来
社
、
一
九
七
八
、
七
三
一
八
○
ペ
ー
ジ
〉
　
日
本
で
は
、
社
会
学
に
お
い
て
田
中
清
助

氏
は
．
一
方
に
お
け
る
体
系
的
一
構
言
論
的
方
法
に
結
び
つ
く
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
リ
ッ
ヒ
な
領
域
、
す
な
わ
ち
土
台
と
上
部
構
造
と
、
他
方
に
お

け
る
歴
史
的
i
発
生
論
的
方
法
に
結
び
つ
く
（
広
義
の
）
ゾ
チ
ア
ル
な
領
域
、
す
な
わ
ち
生
活
過
程
と
を
方
法
的
に
区
別
さ
れ
る
。
（
「
史
的
唯
物
論
の

現
代
的
課
題
」
「
硯
代
と
思
想
」
、
1
4
二
九
七
三
、
七
｝
1
八
一
ペ
ー
ジ
）
ま
た
中
野
徹
三
氏
は
、
一
方
に
お
け
る
実
体
概
念
と
し
て
の
土
台
i
上
部
構
造

カ
テ
ゴ
ウ
ー
と
、
他
方
に
お
け
る
全
体
性
範
疇
な
い
し
は
広
義
の
実
践
概
念
と
し
て
の
社
会
的
生
活
過
程
と
を
区
別
さ
れ
る
。
（
「
史
的
唯
物
論
の

蒋
構
立
と
そ
の
課
題
」
角
現
代
之
思
想
』
、
2
1
、
｝
九
七
五
、
r
九
諏
ぺ
｝
ジ
以
降
）
　
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
竹
村
氏
の
よ
う
な
「
上
部
構
造
一
土
台

φ
あ
い
だ
に
第
三
の
ゾ
ツ
諸
ア
ル
煎
領
域
を
設
け
る
と
い
う
最
近
の
問
題
提
起
」
等
々
は
、
「
国
家
論
と
の
問
題
が
稀
樽
で
し
か
も
し
ば
し
ば
歴

史
的
視
角
を
欠
く
」
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
（
「
グ
ラ
ム
シ
の
政
治
社
会
醤
市
民
社
会
論
」
『
現
代
と
思
想
』
遷
、
一
九
七
四
、
四
三
ペ
ー
ジ
）

ヒ
本
論
で
は
、
．
“
社
会
謬
を
土
台
一
上
部
構
造
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
別
個
の
領
域
と
し
て
は
と
ら
え
て
い
な
い
。
　
“
社
会
”
は
あ
く
ま
で
“
経
済
”

1
1
土
台
κ
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
形
成
さ
れ
、
形
づ
く
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
・
そ
し
て
“
経
済
”
1
1
土
台
と
の
相
対
的
独
自
性
は
う
上
部
構
造
的

激
要
素
で
あ
る
現
実
．
具
体
的
諸
規
定
を
お
び
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
諸
規
定
の
総
括
の
論
理
が
存
在
す
る
こ
止
に
置
い
て
い
る
。
も
っ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

喝
の
こ
と
遺
、
　
“
社
会
〃
が
、
　
“
経
済
〃
馴
土
台
の
、
現
実
・
．
具
体
的
な
作
用
、
r
過
程
、
実
践
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
は
矛
盾
し
な
い
。
ま

た
“
社
会
”
∴
は
、
国
家
と
の
関
連
で
～
そ
れ
に
総
括
さ
れ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
い
う
点
で
も
、
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と

鍵
馬
上
部
構
造
と
し
て
の
狭
義
の
国
家
と
、
　
“
社
会
”
と
の
底
別
を
論
じ
な
が
ら
も
、
し
か
七
、
　
“
社
会
”
が
別
個
な
領
域
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

渇
こ
之
が
で
き
乞
い
こ
と
を
語
っ
て
い
届
。
以
土
の
点
で
、
新
し
い
「
社
倉
」
．
の
考
．
λ
方
と
揖
領
解
を
異
と
す
る
。
た
だ
、
工
学
氏
や
ま
た
河
村

廷
ら
の
、
グ
ラ
ム
ツ
流
の
「
「
社
会
」
観
の
問
題
性
を
克
服
す
る
視
点
と
し
て
、
生
活
諸
関
係
一
癖
過
程
の
総
体
を
・
“
社
会
”
に
お
け
る
現
実
・

濃
鉢
葡
規
定
乏
し
て
導
入
し
て
い
み
。
て
め
点
で
の
考
え
方
は
、
由
中
氏
や
中
野
氏
め
見
解
に
負
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
9
し
か
し
あ
く
ま
で

往
活
諸
芸
係
4
諸
過
程
《
お
い
て
も
沸
　
“
経
済
”
、
H
土
台
と
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
し
て
つ
か
ま
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な



じ
へ
ゆ

鴫
し
：
　
　
　
・
、
　
「
　
　
　
「
　
　
　
　
．
　
　
』
一
　
　
〆
　
・
噛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
r
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
』
　
　
・
　
・
　
　
　
．
　
・

　
生
活
の
各
諸
過
程
は
、
例
え
ば
中
野
氏
が
前
掲
書
で
展
黒
し
て
お
ら
れ
る
が
、
人
々
の
生
活
諸
関
係
i
諸
過
程
の
総
体
は
、
生
活
史
の
積
み
重

な
り
と
し
て
ま
ず
は
物
質
的
生
活
過
程
を
中
心
と
し
て
存
在
す
る
。
多
く
の
場
合
は
、
職
場
の
労
働
生
活
を
基
軸
と
し
て
展
開
す
る
過
程
で
あ
り
、

・
〃
経
済
猷
の
よ
り
直
接
的
規
定
を
受
け
つ
つ
、
し
か
し
・
「
事
実
上
の
意
思
関
係
」
　
（
藤
田
勇
『
法
と
経
済
の
一
般
理
論
』
日
本
評
論
社
、
一
九
七
四
、
一

八
五
ぺ
r
ジ
）
の
媒
介
的
モ
メ
ン
ト
を
含
み
、
生
産
お
よ
び
再
生
産
過
程
で
の
現
実
・
「
具
体
的
な
諸
規
定
（
技
術
、
労
働
組
織
、
そ
こ
で
の
地
位
詩
役

割
、
分
配
、
ま
た
消
費
の
様
式
等
）
を
帯
び
て
い
る
点
で
生
産
関
係
と
は
区
別
さ
れ
る
ρ
社
会
的
（
ゾ
チ
ア
ル
）
生
活
過
程
と
は
、
不
明
瞭
な
概
念
領
域

で
あ
り
、
例
え
ば
消
費
生
活
や
流
通
過
程
と
い
う
形
で
物
質
的
生
活
過
程
と
重
な
る
の
で
あ
る
が
、
、
こ
こ
で
は
、
私
見
と
し
て
㍉
国
家
と
市
民
社

会
と
の
分
離
に
と
も
な
い
、
か
つ
て
の
共
同
体
的
な
身
分
を
形
成
し
て
い
た
諸
要
素
－
家
族
、
地
域
（
都
市
と
地
方
あ
る
い
は
農
村
）
、
職
業
団
体

1
が
、
「
私
的
生
活
の
区
別
」
（
で
ル
ク
ス
、
『
全
集
』
－
、
三
二
〇
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
変
化
し
て
存
在
す
る
生
活
過
程
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
の
人

々
の
交
際
等
の
結
合
的
な
人
間
関
係
を
含
む
も
の
と
し
よ
う
。
そ
し
て
農
業
や
自
営
業
の
多
く
の
場
合
は
、
労
働
生
活
と
一
致
す
る
が
、
職
住
分

離
の
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
家
族
、
、
地
域
、
郷
土
で
の
生
活
過
程
に
あ
た
る
。
政
治
的
生
活
過
程
と
は
　
、
．
人
々
に
　
と
う
て
は
、
「
（
狭
義
の
）
国
家
1
1

統
治
機
構
に
対
し
て
、
r
日
常
的
に
か
」
ま
た
多
く
め
場
合
は
非
日
常
的
に
関
係
を
も
つ
と
こ
ろ
の
馬
国
家
と
”
社
会
”
の
接
点
と
で
も
い
え
る
領

域
で
あ
り
、
諸
生
活
過
程
で
形
成
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ー
マ
ル
な
あ
る
い
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
、
ま
た
既
に
制
度
化
さ
れ
た
か
あ
る
い
は
自
発
的
に
形

づ
く
ち
れ
る
政
治
的
な
結
合
体
で
の
生
活
過
程
と
い
え
る
。
精
神
的
生
活
過
程
と
は
、
上
部
構
造
と
し
て
の
社
会
意
識
諸
形
態
が
、
ウ
ェ
1
バ
ー

的
二
t
ト
ス
の
意
味
す
る
対
象
と
相
通
ず
る
と
こ
ろ
の
、
生
活
の
意
識
、
実
践
の
意
識
と
し
て
機
能
す
る
領
域
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
そ
れ
が
社
会

意
識
あ
る
い
は
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
法
・
規
範
と
し
て
形
成
さ
れ
る
社
会
的
基
盤
と
も
な
る
領
域
で
あ
る
。
種
々
の
意
味
で
の
教
育
、
そ
し

て
宗
教
、
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
を
媒
体
と
す
る
生
活
過
程
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
の
う
ち
理
論
的
検
討
を
要
す
る
の
は
社
会
的
（
ゾ
チ
ア
ル
）
生
活
過
程
に
お
け
る
ゾ
チ
ア
ル
（
ω
。
N
芭
）
の
概
念
で
あ
る
。
田
中
清
助
氏
は
、

そ
も
そ
も
こ
の
概
念
を
、
・
前
述
し
た
よ
う
に
歴
史
的
1
発
生
論
的
方
法
を
示
す
概
念
と
し
て
、
、
広
義
の
「
社
会
」
に
適
用
し
て
お
ら
れ
、
ま
た
狭

義
の
ゾ
チ
ア
ル
と
し
て
は
、
　
「
簡
単
な
定
義
ト
で
す
ま
す
と
断
わ
り
つ
つ
　
「
社
会
集
団
（
階
級
、
民
族
、
家
族
そ
の
他
）
」
に
あ
て
て
お
ら
れ
る
。

（
前
掲
書
雨
七
七
ペ
ー
ジ
）
　
ゾ
チ
ア
ル
を
広
義
め
．
「
社
会
」
を
示
す
概
念
に
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
土
台
一
上
部
構
造
を
示
す
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
リ

ッ
ヒ
な
領
域
と
の
区
別
が
、
問
題
性
を
も
つ
と
い
う
指
摘
も
既
に
行
な
い
、
本
論
で
は
、
土
台
の
現
実
・
具
体
化
さ
れ
た
諸
生
活
過
程
の
総
体
と

二
三



二
四

し
て
謝
社
会
”
、
（
O
警
薮
騰
）
を
あ
て
だ
。
そ
れ
で
．
は
社
会
的
（
ゾ
チ
ア
ル
）
生
活
過
程
に
お
け
る
ゾ
チ
ア
ル
、
あ
る
い
は
ゾ
チ
エ
チ
ー
ト
〈
ぎ
冨
聾
）

の
意
味
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
．
ま
ず
階
級
や
民
族
は
、
そ
め
身
秀
之
し
て
の
共
同
体
的
要
素
を
示
す
こ
と
に
お
い
て
は
型
確
か
に
相
即
応
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

溺
、
全
体
と
し
て
の
階
級
は
、
　
〃
社
会
”
総
体
に
お
い
て
成
り
立
つ
概
念
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
民
族
は
鳳
、
〃
社
会
”
が
さ
ら
な
る
上
向
を
経

だ
と
こ
ろ
の
国
際
的
関
係
の
視
野
を
含
め
た
上
で
成
立
す
る
概
念
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
ゆ
え
に
ゾ
チ
ア
ル
な
要
素
に
限
定
で
き
な
い
。

　
ド
イ
ツ
語
で
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
ゾ
チ
ア
ル
あ
る
い
は
ゾ
チ
エ
テ
ー
ト
の
区
別
は
、
難
解
な
問
題
で
あ
る
が
、
後
者
の
使
用
例
は
大
体
三
つ

の
場
含
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
ρ
一
う
は
、
ラ
テ
ン
、
語
圏
か
ら
の
「
外
来
語
」
と
し
て
あ
る
場
合
－
社
会
学
（
ω
o
鼠
9
0
α
q
ε
の
社
会
（
ω
0
9
島
）

が
壱
も
そ
も
そ
れ
で
あ
る
。
一
つ
は
、
、
社
会
主
義
〈
ω
鼠
母
ぎ
冨
）
に
つ
な
が
る
意
昧
の
場
合
。
も
う
一
つ
は
、
狭
い
意
昧
範
囲
に
使
わ
れ
る
場

禽
。
ζ
の
最
後
の
場
含
に
は
、
．
、
マ
ル
ク
ス
ー
は
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
区
別
し
て
次
の
よ
う
な
形
で
ゾ
チ
ア
ル
あ
る
い
は
ゾ
チ
エ
テ
ー
ト
を
使
用
し
て

い
る
。
た
，
亨
フ
・
ン
ス
器
が
は
じ
め
て
馨
藷
雰
の
鞍
身
分
へ
墨
化
を
聾
し
た
・
い
い
か
え
れ
物
慰
．
詠
諸
君
の
区
別
を
壷
鑑
な
区

　
別
に
、
政
治
葡
生
活
に
お
い
て
は
な
ん
の
意
義
も
な
い
私
的
生
活
の
区
別
に
ハ
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
…
…
適
：
こ
こ
（
市
民
社
会
y
で
は
、
唯
一
の
普
遍
的
な
・

、
毒
い
面
的
な
、
」
そ
し
て
形
式
的
な
区
刷
は
、
允
だ
都
市
と
地
方
と
の
区
別
だ
け
で
あ
る
。
」
（
閑
・
憂
三
選
犀
。
、
ゆ
鼻
一
齢
H
。
。
癖
ω
讐
φ
㈹
。
。
膳
暫
「
全
集
』
1
、
三
二
〇

　
一
二
白
ペ
ー
ジ
〉

　
　
　
．
　
　
　
　
ゾ
チ
エ
テ
ー
ト
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
チ
エ
テ
ー
ト

　
「
…
よ
り
小
さ
な
社
会
、
す
な
わ
ち
家
族
と
い
う
自
然
的
な
社
会
…
…
」
（
一
げ
準
ψ
ω
O
ρ
同
書
、
三
四
一
・
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
　
　
　
　
　
ゾ
チ
ア
ル

　
ζ
の
使
用
例
か
ら
、
本
論
で
は
、
〃
社
会
μ
に
お
け
る
社
会
的
生
活
過
程
の
規
定
を
先
の
よ
う
に
行
な
っ
た
。
し
か
し
概
念
上
は
、
歴
史
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

見
て
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
か
つ
て
の
共
晶
体
傘
ら
市
民
社
会
へ
の
推
移
の
中
で
、
ラ
テ
ン
語
圏
か
ら
の
ゾ
チ
ア
ル
概
念
の
外
来
に
よ
り
照
射

講
れ
浮
か
び
あ
が
っ
た
領
域
で
あ
り
、
載
然
と
し
だ
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
ブ
ト
と
の
区
別
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
日
本
も
含
め
非
ド
イ
ツ
語
圏
で

は
概
念
的
相
違
す
ら
な
い
と
い
・
つ
実
状
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
今
後
の
〃
社
会
”
形
成
に
お
け
る
ゾ
チ
ア
ル
の
位
置
、
そ
し
て
ゾ
チ
ア
リ
ス
ム
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
内
爽
を
測
る
さ
ら
な
る
鄭
要
蜷
を
有
し
て
い
る
と
、
い
え
よ
う
。

　
き
て
か
く
し
て
濯
社
会
溜
．
鎚
市
民
h
総
会
と
は
．
、
　
〃
経
済
”
日
土
台
、
と
り
わ
け
生
産
関
係
に
よ
り
形
づ
く
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
諸
生
活
関
係
一

過
程
の
現
実
的
、
具
体
的
な
諸
規
定
．
諸
関
係
の
総
体
と
そ
れ
ら
の
総
括
に
よ
り
性
格
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
領
域
で
あ
り
、
歴
史
的
に
は
資
本



主
義
的
杜
会
構
成
体
に
お
い
て
国
家
と
想
望
し
て
奪
在
す
る
に
い
た
り
、
現
代
に
近
づ
く
に
し
た
が
い
そ
の
相
対
的
独
自
性
を
有
す
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
国
家
は
、
そ
の
認
社
会
”
を
基
盤
に
し
、
　
〃
社
会
”
い
に
お
け
る
生
活
の
支
配
一
襲
支
配
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
媒
介
と
し
て
、

〃
社
会
”
を
総
括
す
る
形
で
自
ら
を
成
り
立
た
せ
で
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
〃
社
会
”
と
国
家
と
の
関
連
を
み
る
中
で
、
　
〃
社
会
”
と
権
力
．

支
配
の
問
題
の
考
察
を
お
し
進
め
る
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
　
、
、

①
例
え
ば
社
会
学
で
は
、
「
社
会
的
勢
ヵ
」
（
高
田
保
馬
等
）
と
し
て
、
そ
こ
に
政
治
的
な
「
権
力
」
経
済
的
な
「
富
力
」
そ
し
て
社
会
的
な
「
威
力
く
書
身
）
」

　
を
い
う
。
ま
た
パ
ー
ソ
ン
ズ
で
は
、
周
知
の
A
・
G
・
1
・
し
に
対
応
し
て
州
経
済
」
と
そ
の
媒
体
「
貨
幣
」
お
よ
び
社
会
統
制
で
は
「
誘
引
」
、
順
に
「
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
を
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
治
一
「
権
力
」
一
「
強
制
」
、
「
批
会
的
共
同
体
（
の
。
審
け
鶴
一
艮
¢
）
」
一
影
響
力
」
一
「
説
得
」
、
「
文
化
」
ー
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
1
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ト
の
活
性
化
」
と
い
う
形
で
論
じ
る
。
一
方
、
ヤ
ル
ク
ス
に
も
「
政
治
的
権
力
」
に
対
す
る
「
社
会
的
権
力
く
鵯
三
一
陰
繊
象
警
。
鋒
簿
）
」
（
要
旨
・
脚
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

。
・
”
ド
。
。
艮
。
。
．
謹
．
『
全
集
』
8
、
大
月
書
店
、
西
八
ペ
ー
ジ
）
や
、
鍛
治
的
支
配
」
に
対
す
る
「
社
会
的
支
配
（
ω
O
N
陣
餌
闘
O
　
国
㊦
諺
◎
犀
餌
h
一
）
」
（
≦
衆
冨
・
臣

　
b
。
ピ
ド
銘
？
鉾
ψ
蕗
ω
り
『
全
集
』
2
1
、
大
月
書
店
、
四
一
五
ペ
ー
ジ
）
の
記
述
が
あ
る
。

②
　
≦
量
噂
鎮
憎
竃
貯
霧
。
冨
沖
民
φ
Φ
器
躍
喜
聾
ピ
お
N
ピ
「
支
配
の
諸
類
型
』
創
元
社
、
阿
閉
吉
男
訳
。
勺
器
。
器
．
↓
・
噛
℃
。
一
一
二
8
騨
巳
ω
。
。
一
p
一
ω
叶
旨
。
榊
竃
。
・

　
墜
．
『
政
治
と
社
会
構
造
』
誠
信
書
房
、
薪
明
正
道
監
訳
。

⑤
竃
謹
ψ
”
ρ
≦
二
目
冨
℃
o
類
霞
田
冨
・
お
＄
・
『
パ
ー
．
エ
リ
ー
ト
」
U
P
選
書
、
鵜
飼
信
成
他
訳
。

④
　
小
谷
義
次
他
編
、
「
国
家
と
財
政
の
理
論
』
青
木
書
店
、
一
九
七
三
、
に
よ
れ
ば
小
谷
氏
ら
は
前
者
で
、
池
上
惇
氏
は
後
者
と
な
る
。
池
上
惇
「
『
ブ
ル
ジ
ョ

　
ア
社
会
の
国
家
形
態
へ
の
総
括
』
と
は
な
に
か
」
、
『
経
済
論
叢
』
第
九
七
巻
第
四
号
。

⑤
社
会
構
成
体
に
関
し
て
は
、
社
会
学
の
み
な
ら
ず
社
会
科
学
に
あ
っ
て
広
く
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
国
家
を
含
む
か
否
か
に
焦
点
を
あ

　
て
起
場
合
、
　
”
社
会
”
1
1
市
民
社
会
と
、
社
会
面
戚
体
1
1
”
社
会
”
と
そ
の
総
括
ど
し
て
の
国
家
を
含
む
概
念
と
で
区
別
し
た
い
。
す
な
わ
ち
”
社
会
〃
は
国

　
家
を
含
ま
な
い
概
念
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
構
成
体
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
、
社
会
構
成
体
の
学
と
、
　
”
社
会
”
の
学
と
は
、
学
問
の
個
別
対
象
．
方

　
法
を
め
ぐ
っ
て
問
題
を
な
げ
か
け
る
が
、
前
者
を
紐
会
科
学
と
し
て
も
、
後
者
を
社
会
学
と
は
考
え
な
い
。
た
だ
し
、
「
社
会
学
的
」
な
闘
題
領
域
を
扱
か
う

　
社
会
科
学
の
一
領
域
で
あ
る
こ
と
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。

⑥
河
村
望
、
『
日
本
社
会
学
史
研
究
』
、
下
、
人
間
の
科
学
社
、
一
九
七
五
、
に
お
い
て
氏
は
、
「
経
済
学
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
狭
い
意
味
で
の
社
会
科
学
」

　
と
（
「
科
学
的
社
会
主
義
を
包
括
す
る
広
い
慧
味
で
の
社
会
科
学
」
を
分
け
ら
れ
、
前
者
に
門
経
済
的
社
会
構
成
体
の
合
法
則
的
発
展
の
理
論
」
領
域
を
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
盃



二
六

　
　
者
に
「
具
体
的
歴
史
研
究
…
…
特
定
の
総
体
と
し
て
の
現
実
の
社
会
壱
…
現
実
の
階
級
闘
争
の
記
述
」
ン
の
領
域
を
当
て
ら
れ
、
後
者
は
ま
た
「
本
来
の
社
会

　
ハ
．
、
学
」
珪
歴
史
学
で
あ
る
と
さ
れ
て
炉
る
。
（
一
三
一
ー
ニ
パ
ー
ジ
）
　
し
か
し
、
私
は
、
．
現
実
的
、
具
体
的
な
”
社
会
4
を
扱
か
う
社
会
科
学
に
は
、
、
”
経
済
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
（
河
村
氏
の
「
狭
い
意
味
で
の
社
会
科
学
」
の
対
象
）
と
は
相
対
的
に
独
自
な
理
論
が
、
本
論
で
の
二
つ
の
意
味
（
新
た
な
規
定
と
総
括
の
論
理
）
で
存
在
す

　
　
る
と
思
う
。
ま
た
河
村
氏
は
別
書
『
現
代
思
想
と
民
主
主
義
』
前
掲
書
、
で
な
、
国
家
と
（
市
民
）
社
会
と
い
う
「
方
法
論
灼
」
．
（
四
ニ
ペ
ー
ジ
〉
区
分
を
用

　
　
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
学
的
対
象
：
方
法
の
問
題
は
沸
前
述
の
狭
義
・
広
義
の
社
会
科
学
と
の
関
連
で
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
・
〃
政

　
　
治
〃
1
1
国
家
を
扱
か
う
社
会
科
学
と
は
相
対
的
に
独
自
な
も
の
と
し
て
”
社
会
”
を
扱
か
う
社
会
科
学
を
想
定
し
う
る
可
能
性
が
存
在
す
る
と
思
う
ρ
た
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
・
∵
あ
ぐ
ま
で
吻
社
会
私
が
”
経
済
”
．
と
切
り
離
せ
な
か
っ
．
た
よ
う
に
（
　
”
政
治
〃
と
も
実
体
的
に
切
り
離
せ
な
い
。
現
実
の
社
会
構
成
体
（
た
だ
し
階
級
社
会
〉

　
　
で
は
、
、
必
ら
ず
や
”
社
会
”
は
国
家
に
総
括
さ
れ
て
し
か
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。

　
⑦
市
民
社
会
概
念
に
衡
敵
て
は
、
林
直
道
、
、
「
史
的
唯
物
論
と
経
済
学
』
、
上
ふ
大
月
書
店
、
藁
九
七
一
、
二
二
七
ぺ
↑
ジ
以
降
参
照
ゆ
ま
た
藤
野
渉
・
「
マ
ル

　ヘ

N
ス
に
お
け
る
市
民
社
会
の
概
念
」
『
思
想
』
、
一
九
七
六
、
四
、
で
は
、
‘
市
民
社
会
概
念
に
も
う
一
つ
、
「
人
間
と
共
同
体
か
ら
分
離
さ
れ
た
モ
ナ
ド
的
エ
ゴ

　
　
イ
ス
ト
的
人
間
の
社
会
」
（
七
九
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
側
面
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
論
の
”
社
会
”
概
念
に
近
い
。
な
お
両
氏
の
平
田
清
明
氏
へ
の

　
｛
、
市
民
社
会
概
念
（
『
市
民
社
会
と
社
会
主
義
』
岩
波
書
店
、
、
一
九
七
九
）
批
判
は
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
さ
ら
に
社
会
学
の
細
谷
活
量
は
「
マ
ル
ク
ス
の
社
会
概
念
」
・
『
社
会
学
評
論
」
、
一
九
七
八
、
＝
四
、
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
の
『
経
・
哲
草
稿
』
か
ら
「
三

　
　
重
の
意
味
で
の
社
会
概
念
」
と
七
て
、
第
一
に
、
歴
史
貫
通
的
な
人
間
の
社
会
、
第
二
に
」
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
、
第
三
に
、
r
社
会
主
義
を
あ
げ
て
お
ら
れ

　
　
る
。
（
四
七
一
八
ペ
ー
ジ
Y
市
民
社
会
と
は
、
こ
の
第
一
と
第
二
の
概
念
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
り
社
会
構
成
体
の
概
念
に
包
括
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
論

　
　
で
の
社
会
構
成
体
と
は
異
な
る
”
社
会
”
概
念
ま
で
を
含
む
射
程
は
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
⑥
例
え
ば
か
つ
て
松
下
圭
一
氏
は
「
大
衆
国
家
の
成
立
と
そ
の
問
題
性
」
、
「
史
的
唯
物
論
と
大
衆
社
会
」
『
現
代
政
治
の
条
件
』
．
中
央
公
論
社
、
一
九
六
九
・

　
　
に
お
い
て
「
経
済
構
造
．
社
会
形
態
．
政
治
体
制
」
・
「
の
三
重
構
造
を
提
起
さ
れ
馬
社
会
形
態
に
お
け
る
「
市
民
社
会
か
ら
大
衆
社
会
へ
」
を
主
張
さ
れ
た
が
・

　
．
．
そ
こ
で
の
位
相
は
本
論
の
問
題
状
況
と
次
元
を
同
じ
く
す
る
も
の
の
、
氏
の
「
経
済
」
と
「
社
会
」
の
関
連
は
、
「
独
占
資
本
主
義
」
と
「
大
衆
社
会
」
と
い

　
　
う
異
質
な
も
の
の
接
合
で
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
経
済
」
「
社
会
」
「
政
治
」
は
並
列
す
る
独
立
し
た
領
域
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

＼
⑨
・
藤
田
勇
氏
は
馬
社
会
的
存
在
の
カ
テ
ゴ
リ
L
を
．
．
「
生
産
諸
関
係
の
総
体
と
し
て
の
『
土
台
』
へ
社
会
の
経
済
的
土
台
）
よ
り
も
お
か
包
括
的
な
カ
テ
ゴ
リ
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ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
t
」
と
し
て
広
義
の
意
味
に
解
釈
し
、
・
ま
元
社
会
的
意
識
と
あ
わ
せ
て
「
人
間
生
活
の
生
産
・
再
生
産
め
あ
り
方
を
、
r
な
に
よ
り
も
ま
ず
い
わ
ば
発
生
論
的
に

〔
’
．
㌧
…
：
認
識
す
る
最
も
包
括
的
か
つ
抽
象
的
な
カ
テ
ゴ
暮
雪
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
『
法
と
経
済
の
7
般
理
論
」
日
本
評
論
社
、
一
九
七
四
P
二
七
ペ
ー
ジ
）
㌧

．
⑭
　
な
お
社
会
学
の
布
施
鉄
治
氏
ら
は
、
総
経
済
過
程
逃
社
会
機
構
一
構
造
、
生
活
過
程
L
構
造
の
三
概
念
の
領
域
を
提
唱
七
て
お
ら
れ
る
。
（
「
生
活
構
造
と
社



．
会
構
造
変
動
に
関
す
る
一
考
察
」
、
『
社
会
学
評
論
』
、
一
九
七
四
、
九
九
）
し
か
し
本
論
で
の
”
社
会
”
は
、
布
施
氏
ら
の
「
社
会
機
構
i
構
造
」
や
「
生
活

　
過
程
－
構
造
」
が
、
　
“
経
済
”
　
（
布
施
氏
で
は
「
総
経
済
過
程
」
）
の
現
実
・
具
体
的
諸
規
定
と
し
て
、
立
ち
現
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
意
味
あ
い
を
異
に

　
す
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
”
社
会
”
の
総
括
と
し
て
の
国
家
珪
”
政
治
”
の
占
め
る
位
置
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

⑳
　
　
“
社
会
”
と
”
階
級
”
の
対
応
は
、
例
え
ば
マ
ル
ク
ス
『
要
綱
』
（
前
掲
書
、
三
〇
ペ
ー
ジ
）
で
の
「
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
社
会
の
内
部
的
仕
組
み
を
な

　
し
、
卦
か
基
本
的
諮
防
級
が
存
在
す
る
基
礎
と
な
っ
て
い
る
諸
範
疇
。
…
…
」
（
傍
点
引
用
者
）
。
あ
る
い
は
「
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
へ
の
手
紙
」
（
「
全
集
』
4
、
前
掲

　
書
、
五
六
三
ペ
ー
ジ
）
で
の
「
…
…
そ
己
に
は
ま
た
そ
の
よ
う
な
社
会
的
（
註
　
こ
れ
は
ゾ
チ
ア
ル
で
あ
る
が
、
た
だ
し
原
文
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
り
、
そ
の

　
ド
イ
ツ
語
訳
と
思
わ
れ
る
。
望
月
清
司
、
『
マ
ル
ク
ス
歴
史
理
論
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
｝
九
七
三
、
二
九
二
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
）
構
成
の
形
態
、
そ
の
よ
う

豪
族
・
奪
分
・
諸
駿
の
織
；
・
で
い
譲
、
そ
の
考
な
露
蓼
が
あ
る
で
し
ょ
2
（
傍
点
・
用
者
）
の
痛
璽
薫
（
た
餐
歴
史

　
的
に
は
、
家
族
や
身
分
は
、
　
”
社
会
”
と
対
応
し
た
関
係
か
ら
、
共
同
体
の
崩
壊
の
中
で
、
　
”
社
会
”
の
一
要
素
と
し
て
の
社
会
的
生
活
過
程
と
対
応
す
る
関

　
係
に
移
り
変
わ
っ
た
。
）
こ
れ
か
ら
、
　
”
経
済
”
臼
生
産
関
係
と
”
社
会
”
1
1
階
級
関
係
の
対
応
が
考
え
ら
れ
う
る
。

⑫
　
し
か
し
な
が
ら
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
ゾ
チ
エ
テ
ー
ト
の
区
別
は
、
あ
く
ま
で
”
働
ら
く
所
”
と
”
住
む
所
”
の
生
活
領
域
の
分
岐
を
め
ぐ
る
歴
史
的
な
区
分

　
概
念
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
”
社
会
”
が
家
族
や
身
分
と
し
て
存
在
し
た
時
代
、
す
な
わ
ち
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
基
礎
と
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、
こ
の
区
別

　
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
・
ま
た
将
来
に
お
い
て
階
級
が
消
滅
し
て
い
き
、
生
産
過
程
と
再
生
産
過
程
が
統
一
さ
れ
る
ゾ
チ
ア
リ
ス
ム
ス
の
時
代
、
あ
る
い
は

　
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
化
さ
れ
た
ゲ
マ
イ
シ
ャ
フ
ト
の
時
代
に
お
い
て
も
、
こ
の
区
別
は
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。

二
七


